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(愛知県)●
下松スポーツ公園体育館

女子2回戦

京都教員 74 53 愛知教員

警告：合計が違います

13:30大
会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

10F3

期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

警告：合計が違います

会
場

○(京都府)

主審 副審 小坂井郁子  長田磨江香
場
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京都教員 愛知教員
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 0 0 0 0 1 0 0 4 ＊ (C) 4 0 1 2 0 0 0

5 - - - - - - - 5 0 0 0 0 1 1 0

6 3 1 0 0 1 5 2 7 5 1 1 0 2 2 0

38:35－ －
OT1 １Ｑ・２Ｑ

－
OT1 OT2

－14:23 － 25:32

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ

－
３Ｑ・４Ｑ

15:46 18:39 －

若 本 昌 子

山 本 倫 子

OT2３Ｑ・４Ｑ

－ －

大 口 真寿美

選　手　氏　名 選　手　氏　名

山 田 温 子

内 藤 友紀恵

市 川 絵 奈
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6 3 1 0 0 1 5 2 7 5 1 1 0 2 2 0

7 - - - - - - - 10 0 0 0 0 2 0 0

8 ＊ (C) 2 0 1 0 2 2 0 11 12 0 6 0 1 4 0

9 ＊ 16 0 4 8 2 5 1 12 ＊ 9 1 3 0 0 1 0

10 ＊ 12 4 0 0 2 5 0 14 0 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 15 9 0 4 1 0 2 0

12 0 0 0 0 0 0 0 16 ＊ 0 0 0 0 0 1 2

13 2 0 1 0 0 0 0 17 ＊ 0 0 0 0 1 1 0

14 ＊ 21 5 2 2 2 2 2 18 ＊ 14 0 7 0 1 5 0

北 垣 恵 美

小 畑 真 弓

宇佐美 里 菜

瀬 口 真有美

坂 木 美 輪

大 口 真寿美

谷 口 真 由

中 野 由佳子

白 井 友 美

折 戸 香 里

山 本 浩 子

大 林 裕 子

小 川 幸 子

山 崎 舞 子

市 川 絵 奈

成 瀬 頼 子

中 野 真由美

松 原 美 沙
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14 21 5 2 2 2 2 2 18 14 0 7 0 1 5 0

15 - - - - - - -

16 ＊ 18 2 6 0 1 3 3

17 - - - - - - -

18 - - - - - - -

74 12 14 10 11 22 8 53 2 22 3 8 17 2

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

宇佐美 里 菜

金 井 千 晶

宮 崎 富 久

寺 本 紗失香

成 宮 未希子

松 下 彩

コーチ 馬 場 博 之

合計 合計

コーチ

坂 木 美 輪
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戦　　評

両チームともハーフコートマンツーマン。京都はボディチェックの厳しい運動量あるディフェンスからリバウンドを

ものにし、速いパス回しからの３Pと＃16の切れのあるドライブインで得点を重ねる。対する愛知は＃18の高さのあるイ

ンサイドから起点を作り得点する。22－15の京都リードで1Q終了。2Q、京都は＃16のドライブインや3Pなどの多彩な攻

めと、＃9のポストプレイで得点を伸ばす。愛知はシュートは打つもののなかなか決めきれない。残り5分まで2得点しか

できずたまらずタイムアウト。その後＃4の負傷もあり劣勢になるかと思われたが、2－1－2ゾーンディフェンスに変え、

これが見事にはまり連続得点。すかさず京都はタイムアウトをとり、＃14の連続3Pで再び流れを引き戻し、40－25で2Q

終了 3Q 京都は2Q終了間際の勢いそのままに＃14のパスカットからのレイアップシュートや3Pで得点を重ねる 一方

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 5 10 15 20 25 30 35 40

得
点

京都教員

愛知教員

Copyright(c) 2010 Yuzo Kosaka All Lights Reserved Vol.0063

記載者 藤田　卓也 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームともハーフコートマンツーマン。京都はボディチェックの厳しい運動量あるディフェンスからリバウンドを

ものにし、速いパス回しからの３Pと＃16の切れのあるドライブインで得点を重ねる。対する愛知は＃18の高さのあるイ

ンサイドから起点を作り得点する。22－15の京都リードで1Q終了。2Q、京都は＃16のドライブインや3Pなどの多彩な攻

めと、＃9のポストプレイで得点を伸ばす。愛知はシュートは打つもののなかなか決めきれない。残り5分まで2得点しか

できずたまらずタイムアウト。その後＃4の負傷もあり劣勢になるかと思われたが、2－1－2ゾーンディフェンスに変え、

これが見事にはまり連続得点。すかさず京都はタイムアウトをとり、＃14の連続3Pで再び流れを引き戻し、40－25で2Q

終了。3Q、京都は2Q終了間際の勢いそのままに＃14のパスカットからのレイアップシュートや3Pで得点を重ねる。一方

の愛知は残り4分まで＃7の3Pのみの得点でタイムアウト。＃12の連続得点で詰めるが57－38で3Q終了。4Q、京都は連続

3Pで試合を決めにかかるが、愛知も負けじとオールコートプレスディフェンスを仕掛け＃15の連続得点などで追いかけ

るが及ばす74－54で京都が勝利した。終始、京都が主導権を握り、3P12本という決定力の差が出た試合であった。
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